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4．研究方法および平成 27年度本学部 FD 研修
内容の概要





1）第 1回 FD 研修








２０ 甲南女子大学研究紀要第 11号 看護学・リハビリテーション学編（2017年 3月）
けて対立する意見に真摯に耳を傾ける姿勢が必
要であるという示唆を得た。
2）第 2回 FD 研修

































































































た。第 1回 FD 研修会後および第 2回 FD 研修
会後には，メモを参照に自身で考えたパスワー
ドを記入してもらうように依頼した。パスワー






















































1．多職種役割と専門性を理解している 5.4 5.4 5.4
2．IPE/IPW の重要性を理解している 5.5 5.6 6.0
3．IPE を大学教育に取り入れることで得られる学生の利益を認識している 5.5 5.5 6.2
4．IPE を取り入れることで得られる社会の利益を認識している 5.3 5.3 6.1
5．IPE/IPW の理念・考え方を自分の教育の中に活用する意欲がある 5.4 5.5 5.9
6．IPE の中で与えられた役割に積極的に関わる意欲がある 5.3 5.5 5.8
7．IPE/IPW の理念・考え方を自分の教育の中に活用する自信がある 4.6 4.7 5.2
8．社会やニーズの変化を察知し物事を変革しようとしている 5.1 5.1 5.4
9．他者に方向性を示し，目標実現のために巻き込んでいる 4.3 4.6 4.8
10．教員および研究者としてのプロ意識を持ち質の高い仕事をしようとしている 5.4 5.6 5.5


























































1．多職種役割と専門性を理解している 4（4-5） 4（4-5） 4（4-6）






4．IPE を取り入れることで得られる社会の利益を認識している 4（2-5） 5（3-5） 5（3-6）研修前＜第 2回研修後**
5．IPE/IPW の理念・考え方を自分の教育の中に活用する意欲がある 4（4-6） 5（3-6） 5（4-6）
6．IPE の中で与えられた役割に積極的に関わる意欲がある 4（3-5） 5（4-6） 5（4-6）
7．IPE/IPW の理念・考え方を自分の教育の中に活用する自信がある 4（1-5） 4（2-5） 4（3-6）
8．社会やニーズの変化を察知し物事を変革しようとしている 4（3-5） 4（3-6） 4（3-6）



























































平成 27年度の学部 FD 研修ならびに本研究に協力い
ただきました本学部教員の皆様に厚く御礼を申し上げま
す。





















習の可能性－」『立教 DBA ジャーナル』4, 3-14.
２４ 甲南女子大学研究紀要第 11号 看護学・リハビリテーション学編（2017年 3月）
